
 
 
 
 

平成１９年７月６日 

各  位 

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ 

代表者名  代表取締役社長  笹 原 政 勝 

（コード番号 ： ６３２４ ） 

問合せ先   常務執行役員  長 井  啓 

TEL ０３―５４７１―７８１０ 

 

 

第１四半期受注高・売上高実績（単体）について 

 

当社の平成２０年３月期第１四半期（平成１９年４月１日～平成１９年６月３０日）の受注高・売上高実績（単

体）を下記のとおりお知らせいたします。 

なお、連結貸借対照表及び連結損益計算書を含めた「平成２０年３月期 第１四半期財務・業績の概況（連結）」

は、８月上旬にお知らせする予定であります。 

 

記 

１．平成２０年３月期第１四半期実績（単体） 

   （金額単位：百万円） 

受  注  高 売  上  高              受注・売上 

                区   分 

製品区分 金   額 
前年同期 

比  (%) 

前四半期 

比 (%) 
金   額 

前年同期 

比   (%) 
前四半期 

比 (%) 

減 速 装 置 
3,338 

( 514) 

    100.3 

   (121.0) 

    110.8 

(125.0) 

3,099 

( 399) 

94.5 

   ( 97.5) 

96.2 

( 85.2) 

メカトロニクス製品 
758 

( 161) 

     83.9 

   ( 80.6) 

     76.0 

( 79.8) 

      914 

    ( 184) 

  121.0 

   (111.0) 

 92.9 

(111.0) 

合      計 
4,097 

( 676) 

     96.8 

   (108.1) 

    102.1 

(110.1) 

  4,014 

    ( 583) 

    99.4 

   (101.4) 

    95.4 

( 91.9) 

注）括弧内の数字は輸出受注高及び輸出売上高であります。 

 

２．第１四半期の概況 

(1) 当第１四半期の受注高は、前年同期比では減少、前四半期比では増加の実績となりました。 

(2) 前年同期比で受注高が減少した主な要因は、フラットパネルディスプレイ製造装置用途が減少したこ

となどによるものです。 

(3) 前四半期比で受注高が増加した主な要因は、フラットパネルディスプレイ製造装置用途が減少した一

方で、産業用ロボット用途、石油掘削機用途が増加したことなどによるものです。 

(4) 輸出受注高は、前年同期比及び前四半期比ともに増加の実績となりました。地域別には、前四半期比

で北米向けが54.2%増、欧州向けは12.1%減となりました。 

(5) 売上高につきましては、前年同期比ではほぼ同水準となり、高水準であった前四半期比では減少とな

りました。 

 

 

                                                以上 
 


